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1)2(34)3)(1( 22  aaaaa より、 10  a において )3)(1( aa  は単調減少。 

1)3)(1(  aa を解くと 0242  aa  22 a は、 10  a を満たす。 

)(aV の増減は右の通りで、 22 a のとき最小である。 

 

22 t のとき、 1)3)(1(  tt より 
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22 t を代入して、 )(aV の最小値は 
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※ )(aV の微分は、積分の形のまま行えば楽。 
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